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Ⅰ はじめに 

 
１ 策定の趣旨 

  中播磨地域のシンボルプロジェクトである「銀の馬車道プロジェクト」の推進

における基本方針及び方策を定めた“第 2 次「銀の馬車道」活用推進計画”（平成

23 年 3 月策定：以下、「第 2 次計画」という）の計画期間が平成 28 年 3 月で終期

を迎える。 
  第 2 次計画策定後の 5 年間、中播磨地域では計画に基づく様々な施策事業が地

域ぐるみで展開され、「銀の馬車道」プロジェクトは地域内でも認知と理解が進み、

今や地域づくりのシンボルとして定着してきている。 
  これらの成果を踏まえ、今後の基本的な取り組みの方向性を示すことにより、

銀の馬車道プロジェクトを新たなステージへと発展させるため、“第 3 次「銀の馬

車道」活用推進計画”（以下、「第 3 次計画」という）を策定する。 
  策定にあたっては、「銀の馬車道ネットワーク協議会」の運営委員会メンバーで

構成する「第 3 次銀の馬車道活用推進計画策定部会」を設置し検討を進めた。 
  
 
 
２ 計画期間 

  第 3 次計画の計画期間は、平成 28 年度から平成 32 年度までの 5 年間とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


